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杉村帰心 ……………………………… 髙嶋星那 ………………………………

120㎝×121㎝

115㎝×254㎝

78㎝×71㎝

SAKU

「名声について」ジョン・キーツ詩
その清潔な洞窟に濁った泥で汚すようなもの

雪がふる
雪がふる
舞うことも忘れひたすらにふる
（河邨文一郎）

降臨

心の共鳴

178㎝×60㎝

89㎝×179㎝

134㎝×140㎝継
継

杉村帰心（すぎむら きしん）
1975年生まれ、旭川市出身。2023
年毎日書道展毎日賞。24年北玄12
人展出品。北海道書道展会友、創
玄書道会審査会員。旭川永嶺高等
学校教諭。旭川市在住。

髙嶋星那（たかしま せいな）
2005年生まれ、帯広市出身。24年国際高
校生選抜書展（書の甲子園）優秀賞。帯
広柏葉高等学校書道部。現在、武蔵野
美術大学視覚伝達デザイン学科在学。
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「中野北溟記念室」オープニングセレモニー
2025年4月17日

© 北海道新聞社

中野北溟氏
　日本を代表する書家。毎日書道会最高顧問、創玄書道会最高顧問、日展会員、北海道
書道連盟顧問、天彗社代表。札幌市在住。
　1923年7月31日、北海道苫前郡焼尻村（現在の羽幌町）生まれ。北海道第三師範学校
（現在の北海道教育大学旭川校卒業。豊富、稚内、旭川、札幌で教員を務めながら毎日
書道展、北海道書道展などに出品し、審査会員として活躍する。
　79年札幌市立札幌中学校校長を早期退職し、書に専念、海外でも作品を発表する。90
年北海道新聞文化賞受賞、99年毎日芸術賞を岡井隆氏、河野多恵子氏、蜷川幸雄氏、高
倉健氏らと受賞。2005年東京日本橋三越、09年北海道立近代美術館で個展開催。
　長年、日展、毎日書道展、創玄展、現代の書 新春展など全国トップクラスの書展で作品を
発表するとともに、北海道書道展、北海道書道連盟では理事長など役員を歴任し、北海道
書道界の発展に寄与してきた。
　中野氏は師の金子鷗亭氏からの上京の誘いを断わり、札幌で書活動を続けてきた。太平
洋戦争中の一時期（久留米予備士官学校）を除き、北海道を離れることがなかった。スポー
ツの才能にも恵まれ、テニス選手として国体に出場している。
　25年4月18日、札幌市教育文化会館に「中野北溟記念室」が開設された。「書の北溟記
念室」（羽幌町中央公民館）に続き2か所目の常設展示施設となった。

特定非営利活動法人 北の書みらい基金

第6回中野北溟記念北の書みらい賞掲載記事 2026年

設立趣旨
　北海道は書道が盛んな地域です。近代詩文書の創始者金子鷗亭（松前町出身）や
漢字書の桑原翠邦（帯広市出身）をはじめ、日展、毎日書道展、読売書法展など国内
公募展で活躍する書家を輩出するとともに、多くの指導者が育ち、生涯教育の場として、
多くの市民が書を学んできました。
　近年、高齢化が進み、書道人口が減少していますが、高校生、大学生や卒業後も制
作を続けている若い人たちは少なくありません。道内の高校や大学は統廃合や定員減
により、書道教員の採用が少なくなっています。書道を学ぶ環境が低下するとともに、若
い書家が書道を職業とする機会が失われてきています。こうした状況の中でも、道内外
の書道公募展に作品を発表し、優秀な成績を収めている人たちが存在します。彼らを
支援する必要があります。
　また、北海道書道界の隆盛を築いてきた先人たちの活動を後世に伝えるために、作
品調査や資料収集および保存を進めなければなりません。北海道の書道の足跡が歴
史に埋もれてしまう可能性があります。公募展の作品集や新聞記事などの資料を調査
し、デジタル化による保存が必要です。
　このような状況の中で、書の道を目指す人たちを支援し、書道関連資料を保存し、北
海道の書道文化の振興に寄与するために、市民の手で特定非営利活動法人を設立し
て、展開していこうとするものです。

設立　　　  2019年3月7日
理事長　　  村田正敏   
活動内容　  1．道内書道家の育成・支援事業
　　　　　  2．道内書道関係資料および作品調査事業
ホームページ  https://www.kitanosho.jp/

「北の書みらい賞 大賞に土井さん」 北海道新聞 6月11日
受賞結果「第6回中野北溟記念 北の書みらい賞」 美術の窓 8月号
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中野北溟記念 北の書みらい賞 受賞者一覧

第1回（2021年） 大賞 北川和彦（剣淵町）
 奨励賞 入船心太朗（占冠村）、小林聖鳳（鹿追町）
 　　　 天満谷貴之（函館市）

第2回（2022年） 大賞 磯波水鈴（函館市）
 奨励賞 伊藤寒岳（留萌市）、井村航（松前町）
  髙橋柳泉（幕別町）、三浦亜友（札幌市）

第3回（2023年） 大賞 髙橋竜平（札幌市）
 奨励賞 赤間裕堂（音更町）、木柳不吟（旭川市）
  栗本万由有（愛別町）

第4回（2024年） 大賞 小室聡美（幕別町）
 奨励賞 池田憲亮（小樽市）、寺沢霰花（登別市）
  中川佳奈（北見市）

第5回（2025年） 大賞 石原伸弥（幕別町）
 奨励賞 久保奈月（月形町）、杉村帰心（旭川市）
  髙嶋星那（帯広市）

第6回（2026年） 大賞 土井伸盈（札幌市）
 奨励賞 栗塚沙笑（江別市）、長岡真貴子（札幌市）
  中村心咲（札幌市）


